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研究課題名 高等動物の神経発達に対する内分泌撹乱化学物質の影響に関する研究

研究の概要等 軟体動物、魚類、爬虫類、両生類、鳥類では内分泌撹乱化学物質のエストロジェ

ン作用撹乱について多くの研究があるが、高等哺乳類では依然議論が多い。また、

ダイオキシンや による神経発達への悪影響は、構造が類似する甲状腺ホルモンPCB

への撹乱作用ではないかと推察されている。甲状腺ホルモンは胎仔の神経系発達に

は必須のホルモンであり、その不足は神経発達後遺症を残すことが知られている。

このように内分泌撹乱化学物質の神経発達に対する影響の研究は比較的新しく、

。まだ遺伝子レベルや個体レベルの影響評価がランダムに報告されているに過ぎない

特にげっ歯類から霊長類にわたっての統括的研究はほとんど行われていない。本研

究ではラット、サル類、チンパンジーの個体を用いて環境化学物質の代謝および毒

性を レベルで総合的に解析する。またラット胎仔、げっ歯類・霊長類の神経in vivo

培養、サル類の 細胞などを用いて、 レベルの環境化学物質の影響も解析ES in vitro

する。

高等動物の比較生物学を得意とする獣医学領域の研究者が研究成果を帰納的に統

合し、ヒトへの外挿を行い、内分泌撹乱物質の神経発達に対するリスク評価を行う

ことを目的としている。
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研究期間 平成１４年度～１８年度（５年間）

研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計

（１５年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

22,900 20,600 18,900 13,800 11,200 87,400降は内約額）


